
意匠審査基準ワーキンググループ報告書
「創作の実態を踏まえた意匠の適切な開示要件の在り方等に関する意匠審査基準の改訂について」の概要

図面の記載要件の最適化
①物品全体の形態が開示されていなくても、意匠登録を受けようとする
意匠の創作の内容が十分に開示されていれば、図の数等は不問とする

審査上は実質的
に右の例と同様
の部分意匠とし
て扱う

意匠に係る物品：首飾り
意匠の説明：
白色で表したトルソは、意匠登録を
受けようとする意匠以外の物品であ
る。

意匠登録を受けようとする部分の形態、物品全体における位置・大きさ・範囲、及びそ
の他の部分との境界が特定できない場合は今後も拒絶理由の対象

全体意匠と部分意匠の関係の運用変更
①願書の記載項目としての「【部分意匠】」の欄の廃止
②今後は、全体意匠と部分意匠との間でも、先願（意匠法９条１項）、
協議指令（同９条２項）、関連意匠（同10条１項）の規定の適用の判
断を行う

【正面図】

【平面図】

【右側面図】

【背面図】

【正面図】 【右側面図】

今後は類似して
いるか否かの
判断を行う

一物品・一意匠の考え方等の明確化・運用の見直し

②一物品の考え方について、複数の物体からなるものの場合、それら全て
が一の特定の用途及び機能を果たすために必須である場合に加え、必須
とはいい得なくとも、一の形態としてのまとまりや、製造・使用・流通
時の一体性があれば、それらも補完的に考慮して判断する旨を明確化

③意匠審査基準上限定していた組物の意匠の構成物品は、社会通念上同時
に使用される物品の範囲内で、出願人の任意とする。

①「意匠に係る物品」の欄の記載について、形態や材料についての補足的な言及があ
る場合でも、意匠に係る物品の区分と実質的に同程度の記載と判断できるものに
ついては、柔軟に取り扱う
〇今後拒絶理由の対象としないものの例 「赤色の花瓶」、 「円形テーブル」

② 創作内容の表現上必要な場合出願に係る意匠以外の物品等も図示可能とする

意匠に係る物品：額縁

全体意匠 部分意匠

意匠に係る物品：
容器付きゼリー

意匠に係る物品：
容器付き固形のり

【蓋を外した状態の斜視図】

意匠に係る物品：自動車用尾灯

【斜視図】
【自動車に装着した
状態を示す参考図】

③ 中間省略箇所の表現方法の多様化
意匠に係る物品：窓枠材 意匠に係る物品：排気管材

※意匠の明確性に支障がなければ、図示方法は任意の方法で良く、省略箇所の寸法
の記載が無くても可。

※背面図が開示されていないため、
現行運用では、方式指令・拒絶理由の対象

【平面図】
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